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平成２４年３月２３日に開催された第１３０回組合会において，共済組合の平成２４年度予

算が承認されました。これに伴い，短期給付及び福祉事業に係る掛金率の改定を行うことにな

りましたので，御理解と御協力をお願いします。なお，変更後の掛金率は４ページに案内して

います。 

 

１ 短期経理〔医療保険〕 

短期給付事業は，組合員とその被扶養者の病気，負傷，出産，死亡及び災害等の給付を行う事

業です。 

収入は，給与カットの終了と掛金率の引き上げにより増加する見込みとなっております。主な

収入内訳は，京都市等の負担金が４２億５０８万円，組合員の皆様の掛金が４３億１，６１１万

円，健康保険組合の財産の精算に伴い当組合の財産に計上できる補助金が２１億１，３０５万円

となる見込みで，収入総額は１１５億６，４０５万円です。一方，支出は，保健給付等の給付金

が４３億１，５１２万円，高齢者医療制度や介護保険制度等への拠出金が４８億８，７２１万円

となる見込みで，支出総額は９９億２，９１１万円です。医療費の伸びや高齢者医療制度への拠

出金負担の増加により，経常費用が前年度に比べ約４億８千万円増加する見込みとなりました。 

収入と支出の差額１６億３，４９４万円を当期利益金として計上していますが，これは補助金

を収入したことによるものであり，補助金と当期利益金との差額 約４億８千万円が平成２４年度

の実質赤字見込額となります。 

 

 

             

 

                                             

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 平成２４年度予算が承認されました 

※（   ）は収入又は支出総額に占める割合 

負担金

4,205,085千円

(36.36%)

掛金

4,316,114千円

(37.33%)

交付金

200,262千円

(1.73%)
補助金

2,113,046千円

(18.27%)

事業外収益等

 20,847千円

(0.18%)

前年度支払準備金

708,691千円

(6.13%)

収入 計１１，５６４，０４５千円

給付金

4,315,120千円

(37.32%)

拠出金

4,887,210千円

(42.26%)

次年度支払準備金

711,276千円

(6.15%)

任意継続

還付金

4,515千円

0.04%

当期利益金

1,634,939千円

(14.14%)
業務経理繰入

10,985千円

0.09%

支出 計９，９２９，１０６千円 
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２ 長期経理〔年金〕 

長期給付事業は，掛金，負担金及び将来の年金支給のための積立金の運用収益により，退職者

等への年金給付を行っています。年金財政を支える組合員数は減少している一方で，年金受給権

者は増加を続けています。 

収入総額は２５１億８，４７８万円で，主な内訳は京都市等の負担金が１０４億６６６万円，

組合員の皆様の掛金が７０億４，８２９万円，追加費用が６２億９，５９８万円，基礎年金交付

金が１１億５，２６１万円となる見込みです。一方，支出総額は３４２億５，５４０万円で，主

な内訳は年金給付が２６５億３，７５６万円，基礎年金拠出金が６６億６，４３８万円となる見

込みです。 

収入と支出の差額△９０億７，０６２万円については，長期給付積立金から取り崩すことにな

り，平成２４年度末の積立金は３５０億１，５０５万円となる見込みです。 

今後の年金給付に係る収支見通しは大変厳しく，平成２７年度当初には積立金が枯渇し，自己

資金での年金給付は不可能となる見込みです。ただし，この場合であっても地方公務員共済組合

連合会から年金給付に必要な資金が交付される仕組みとなっているため，受給者及び組合員の皆

様への影響は一切ございません。 

 

    

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 負担金・・・・・地方公共団体が負担する負担金 

◇ 掛金・・・・・・組合員の皆様が負担する掛金 

◇ 交付金・・・・・育児（介護）休業手当金の給付額に対する交付金 

◇ 補助金・・・・・健康保険組合の財産の精算に伴う繰入金 

◇ 事業外収益・・・保有資産の利息及び配当金等 

◆ 拠出金・・・・・高齢者医療制度や介護保険制度等への拠出金 

◆ 次年度支払準備金・・将来の給付金支払のため積立てなければならない準備金 

◇ 追加費用・・・共済組合が発足した昭和 37 年 12 月より前の期間に相当する年金の実額を地方公共団体 

が負担するもの 

年金給付

26,537,555千円

(77.47%)

基礎年金拠出金

6,664,383千円

(19.46%)

信託の運用損等

976,889千円

(2.85%)

その他

76,576千円

(0.22%)

支出 計３４，２５５，４０３千円

掛金

7,048,294千円

(20.57%)

負担金

10,406,657千円

(30.38%)

積立金繰入

9,070,619千円

(26.48%)

基礎年金交付金

1,152,610円

(3.36%)

利息及び配当金

249,464千円

(0.73%)

その他

31,784千円

(0.10%)

追加費用

6,295,975千円

(18.38%)

収入 計２５，１８４，７８４千円

共済組合 
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３ 業務経理〔事務費〕 

業務経理は，短期及び長期給付に係る事務費を管理・執行する経理です。この経理の費用は，

京都市等の負担金と短期及び長期経理からの繰入金によって賄われています。 

収入総額は，８，８０９万円で，主な内訳は京都市等の負担金が５，９３２万円，短期及び長

期経理からの繰入が２，８５６万円となる見込みです。一方，支出総額は８，８０９万円で，主

な内訳は図書印刷費や郵送料等の事務費が１，６３５万円，年金システム等の委託費５，２１３

万円，共済組合ニュース等の普及費が３９７万円となる見込みです。 

 

４ 保健経理〔保健事業〕 

保健事業は，組合員の健康の保持増進を図ることを目的に，特定健康診査・保健指導，人間ド

ック・脳ドック・各種がん検診，職員相談室，スポーツ施設，歩こう会，保養所きよみずなどの

事業を行っています。 

収入総額は４億５，９４４万円で，内訳は京都市等の負担金が１億９，６２９万円，組合員の

皆様の掛金が１億７，１８０万円，施設収入等が９，１３５万円となる見込みです。一方，支出

総額は４億７，８４３万円で，主な内訳は各種検診事業等を実施するための厚生費が３億１，９

５１万円，特定健康診査等費が６，７６１万円となる見込みです。なお，収入と支出の差額△１，

８９９万円については，約２億４千万円ある積立金を取り崩して対応します。 

   

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 貸付経理〔貸付事業〕 

貸付事業は，組合員の臨時（住宅，住宅災害，高額医療及び出産）の支出に対する貸付を行っ

ています。 

収入総額は組合員貸付金利息の収入等により８，３２７万円となる見込みです。一方，支出総

額は８，７１１万円で，主な内訳は長期経理への支払利息３，５８７万円，保険料３，１５４万

円となる見込みです。なお，収入と支出の差額は△３８４万円となり，積立金から取り崩します。 

◇ 施設収入・・・定期健康診断に代えて人間ドックを受けられた方に係る事業主からの法定健診受託料等 

◆ 厚生費・・・・人間ドック，脳ドック，がん検診に係る健康診断費，体育事業助成，スポーツ施設及び 

        各種セミナーに係る助成金等 

◆ その他・・・・保養所きよみずの土地賃借料，委託管理費，修繕費，減価償却費，職員相談室運営経費等

掛金

171,799千円

(35.91%)

負担金

196,290千円

(41.03%)

施設収入等

91,349千円

(19.09%)

当期損失金

18,989千円

(3.97%)

収入 計４５９，４３８千円 

厚生費

319,508千円

(66.78%)

特定健康

診査等費

67,614千円

(14.13%)

その他

91,305千円

(19.09%)

支出 計４７８，４２７千円 
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平成２４年４月から短期給付及び福祉（保健）事業に係る掛金率が以下のとおり改定されます。 

短期給付事業については，組合員数の減少や高齢者医療制度への拠出金の増加により，平成２

３年度決算見込みにおいて，約５億３千万円の赤字となっております。このため，短期給付財政

の安定化を図るため，掛金率を引き上げることとなりましたので，組合員の皆様の御理解と御協

力をお願いいたします。なお，福祉（保健）事業に係る掛金率については，平成２３年度決算見

込みで約１億円の黒字が見込まれることから，掛金率の引き下げを行います。 

 

○短期及び福祉掛金率（平成２４年４月～）                     

 （単位：千分比） 

 現  行 平成２４年４月以降 改定率 

給  料 ４９．２９３７５ ５４．６５７５ ５．３６３７５短 
期 
分 期末勤勉手当 ３９．４３５ ４３．７２６ ４．２９１  

給  料 ５．６２５ ６．８９５ １．２７ 

短 

期 

給 

付 

介 
護 
分 期末勤勉手当 ４．５ ５．５１６ １．０１６ 

給  料 ３．１７５  ２．３５２５ △０．８２２５ 福祉事業 

（保健） 期末勤勉手当 ２．５４ １．８８２ △０．６５８ 

   

 

○平成２４年４月からの短期掛金額（福祉掛金額を含む）の目安表 

毎月の本給 
現行掛金 ※1 

（52.46875/1000） 
改定後掛金 ※2 
（57.01/1000） 

掛金の増加額 ※3 

２００，０００円 １０，４９３円 １１，４０２円 ９０９円

３００，０００円 １５，７４０円 １７，１０３円 １，３６３円

４００，０００円 ２０，９８７円 ２２，８０４円 １，８１７円

５００，０００円 ２６，２３４円 ２８，５０５円 ２，２７１円

※１ 52.46875/1000（現行掛金）＝49.29375/1000（H23 短期掛金）＋3.175/1000（H23 福祉掛金） 

 ※２ 57.01/1000（改定後掛金）＝54.6575/1000（H24 短期掛金）＋2.3525/1000（H24 福祉掛金） 

※３ 40 歳以上の組合員の方には介護掛金率（6.895/1000）が別途加算されます。 

 

 

 

 

 

２ 短期給付及び福祉（保健）事業に係る掛金率の改定について 

共 済 組 合 

短期 

給付 

福祉

事業
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期末勤勉手当 
現行掛金 ※1 

（41.975/1000） 
改定後掛金 ※2 
（45.608/1000） 

掛金の増加額 ※3 

５００，０００円 ２０，９８７円 ２２，８０４円 １，８１７円

８００，０００円 ３３，５８０円 ３６，４８６円 ２，９０６円

１，０００，０００円 ４１，９７５円 ４５，６０８円 ３，６３３円

１，５００，０００円 ６２，９６２円 ６８，４１２円 ５，４５０円

※１ 41.975/1000（現行掛金）＝39.435/1000（H23 短期掛金）＋2.54/1000（H23 福祉掛金） 

 ※２ 45.608/1000（改定後掛金）＝43.726/1000（H24 短期掛金）＋1.882/1000（H24 福祉掛金） 

※３ 40 歳以上の組合員の方には介護掛金率（5.516/1000）が別途加算されます。 

 

 

 
 
組合員証・組合員被扶養者証（以下，「組合員証等」という。）は，組合員及び被扶養者の資

格を証明する大切なものです。組合員及び被扶養者の方に１人につき１枚交付していますが，

紛失等による再交付申請が数多く見受けられます。保管には十分御注意願います。 
万が一紛失又は盗難に遭われた場合は，「組合員証等事故届兼再交付申請書」にて再交付の申

請をするとともに，最寄の警察署等に届け出てください。なお，当組合では，組合員証等の紛

失及び盗難による責任は一切負いかねますので御了承ください。 
 
 
 
  

新年度になり，被扶養者の方が就職したなどの理由により，扶養家族の要件を満たさなくな

った場合は，届出が必要です。 
 扶養家族を外れる場合として，以下のような例があります。 

●子どもが就職し，就職先の健康保険被保険者として資格を取得した。 
●子どもが 1 人暮らしを始めたが，仕送りをしておらず，生計が別になった。 
●配偶者がパートを始め，収入月額が１０８，３３４円を超えている。 
●父，母の年金額が改定され，月額１５万円を超えるようになった。 
※ 父母の収入額について，父母の一方の収入が収入限度額内であっても，もう一方の 

収入が増額したことにより父母の合算収入限度額が基準額以上となった場合は，被扶 
養者としての要件を満たさなくなります。 

 
 
 

 

 

 
 
 

３ 組合員証の紛失に御注意ください 

被扶養者の削除については，被扶養者としての要件を満たさなくなった事実発生日まで遡

って資格を喪失します。削除の届出が遅れた場合で，資格喪失日以降に当組合の組合員被扶

養者証を使って医療機関等を受診しているときは，その間の共済組合が負担した医療費につ

いて，返還請求させていただくことになりますので御注意ください。 

 

４ 被扶養者でなくなった方の届出はお済みですか？ 
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平成２４年４月１日から，同一月の同一医療機関での外来診療に係る医療費が高額となる場

合に，限度額適用認定証（以下，「認定証」という。）を医療機関等に提示することにより，窓

口でのお支払いを自己負担限度額※までにとどめることができるようになりました。（これまで，

入院に係る医療費のみ，このような取扱いになっていました。） 

認定証の交付を希望される方は，「限度額適用認定申請書」に必要事項を記入のうえ，所属の

庶務担当者を通じて，当組合まで提出してください。「限度額適用認定申請書」は当組合のホー

ムページからプリントアウトいただくか，当組合まで御連絡ください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※自己負担限度額は，所得等によって異なり，７０歳未満の方は以下の表のとおりです。 

上 位 所 得 者 150,000 円+（総医療費－500,000 円）×１％ ＜83,400 円＞ 

一 般 80,100 円+（総医療費－267,000 円）×１％ ＜44,400 円＞ 

住民税非課税世帯等 35,400 円                 ＜24,600 円＞ 

・＜＞内は，１年間に４回以上自己負担限度額を超えた場合の，４回目以降の金額です。 

・上位所得者とは，組合員の給料月額が 424,000 円以上の場合です。 

・７０歳以上７５歳未満の方は，高齢受給者制度の適用となり，高齢受給者証が認定証の役割を果たします。 

 

 

 

 

 

当組合では，組合員証やお薬手帳に貼るだけで，手軽にジェネリック医薬品利用の意思を伝

えることができる「ジェネリック医薬品希望シール」を作成し，昨年１２月に配布いたしまし

た。ジェネリック医薬品への切り替えを希望される方は，是非御活用ください。シールを紛失

した場合や追加のシールを希望する場合は，当組合まで御連絡ください。 

また，ジェネリック医薬品に切り替えることによって節約できる金額等を記載した「ジェネ

リック医薬品差額通知」を今後送付する予定としておりますので，送付の

対象となった方は御参考になさってください。 

 
 

新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に，製造販売されているお薬で，安全    

性や有効性などは，厚生労働省が新薬と同等と認めて認可しているので安心で 

す。開発経費が少ないことから新薬より安価で提供されているため，皆さんの 

窓口負担が節約できるだけでなく，医療費財源の節約(短期給付の掛金率の抑制) 

にもつながります。 

ジェネリック医薬品を使ってみようと思われる方は，お気軽に医師又は薬剤師 

に御相談ください。                           

高額の外来診療を受けるとき 

共済組合             組合員・被扶養者           医療機関等 

                                ②証の交付 
窓口での支払が自己

負担限度額までに！ 

①認定証の申請 

②認定証の交付 

③認定証を提示 

ジェネリック医薬品とは 

５ 高額な外来診療に係る窓口での支払いについて 

６ ジェネリック医薬品希望シールを御活用ください 
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これまで，当組合契約のスポーツ施設利用時には，組合員である    

ことの証明として，組合員証（被扶養者の方は組合員被扶養者証） これまで      又は 

又は職員証を提示していただいておりましたが，平成２４年４月か 

ら，職員証の提示では利用できなくなりますので御注意ください。  

平成２４年４月以降にスポーツ施設を利用される場合は，当組合の ４月から 

発行する組合員証（被扶養者の方は組合員被扶養者証）を提示して 

利用していただきますよう，よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

当組合契約のスポーツ施設「スポーツクラブ ルネサンス京都桂」（西京区桂木ノ下町１－１

０１ ＡＬビル２階）は平成２４年３月２７日で営業を終了し，平成２４年４月３日から「ス

ポーツクラブ シップ桂」として新たにオープンします。「スポーツクラブ シップ桂」にお

いても，同一の利用料金（７００円）で引き続き御利用いただけます。なお，４月中旬に配布

予定の「福利厚生の本」でも御案内しますので，そちらも御参照ください。 

 
 
 

 

当組合では，職場や家族をはじめとした悩みごと・心配ごとについて，専門のカウンセラー

が幅広く御相談に応じる職員相談室を開室しています。 

なお，月曜日（第１，３，５）及び水曜日は，夜間に御相談いただけます。 

プライバシーは完全に守られていますので，どうぞお気軽に御来談ください。 

曜日 月 火 水 木 金 土 

相談時間 

(第 1,3,5） 

17:00～20:00 

(第 2,4) 

13:30～16:30 

9:30～ 

12:30 

17:00～ 

20:00

9:30～ 

12:30 

13:30～ 

16:30 

(第 1,3,5) 

9:30～ 

12:30 

(第 2,4) 

9:30～12:30

13:30～16:30

カウンセラー 

小林 隆 

（産業カウン

セリング） 

那須田律子

(心理臨床)

花谷 滋康

（産業カウン

セリング）

団 士郎 

(家族心理臨床)

宇佐美朋子

(心理臨床)

中川 佳苗 

(心理臨床) 

菅 佐和子

(心理臨床)

                                          （祝日は除きます。） 

●利用方法 

  職員又は職員の家族であること及び氏名を告げて 

電話で予約してください。 

 電話相談も受け付けています(電話相談は匿名可)。 

   電話番号：０７５－２１２－７１２３ 

 

 ●場  所  
中京区寺町通二条上る ＡＲＴビル３階 

  （京都市役所本庁舎から徒歩５分） 

７ 契約スポーツ施設の利用方法の変更について 

市 役 所 

駐輪場 

ARTビル 

寺
町
通 

押小路通 

河
原
町
通 

二条通 

９ 「職員相談室」の御案内 

消防庁舎 

８ 契約スポーツ施設の営業終了と新規オープンについて 

組合員証 職員証

組合員証のみ

 


